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　1992年の地球環境サミットから約30年、１人の子
どものスピーチがどのように生き続けたのかを振り
返り感慨深い思いです。会議の後、若者の声の代表
者としてさまざまな会議での講演依頼が入り始め、
以来、私は講演活動を続けています。インターネッ
トが普及し始めると、誰かが私のスピーチをアップ
ロードしました。他言語の字幕を付けてくれる人な
どもいて、スピーチはそのたびに何度も生まれ変わ
りました。そして今日でも人々はオンラインでそれ
を見ています。
　なぜこのスピーチは生き続け、今でも人々の心に触
れるのでしょうか。それは、若者が権力に訴えている
からだと私は思います。若者が権力者に対して真実を
語るとき、人々はどれほど深く心を動かされることで
しょう。なぜなら多くの大人は親であり、親は子ども
を愛しているからです。この愛の力が、私たちの共通
の未来に向けた変革への希望を燃やし続けるのです。
 　このスピーチで何か変わったでしょうか？これ
は、するどい子どもたちが私に尋ねた質問でもあり、
私が自分自身に問いかけた質問でもあります。地球
環境サミットでは、より持続可能な世界を目指して
目標を設定しましたが、私たちが必要とした変化に
は結びつきませんでした。現在、私たちの生態系は
かつてないほど深刻な状況に陥っています。本格的
な気候変動が起こっているのに、主要エネルギーや
資本主義経済は今も変わっていません。しかし今、
若者の声ははるかに大きくなっており、リオでのス
ピーチがこの活動の一端となったと考えています。
今日、若者はインターネットやソーシャルメディア
を基盤とし、これまでどの世代の人も経験したこと
のない、自由にいつでもアクセスできる情報交換を
しています。弊害もありますが、これらが変化をも
たらす巨大なツールであることは否めません。
　リオ会議の25年後、私は旧ECO（子ども環境運動）
のメンバーやスズキ財団、そして地球憲章インター
ナショナルと協力し、現代の12歳の子どもたちによ
るリオのスピーチのリメイク版を作成しました。25
名の子どもたちに自己流にアレンジしたスピーチを
録音してもらったのです。※１これには多くの若者が
興奮しました。私たちはYouTubeチャンネルを持っ
ていたため、広く他の若者たちにも参加を呼びかけ、
彼ら流のスピーチを送ってもらい続けました。彼ら
の言葉が増幅され続ければ、もはや無視できない程
に大きくなるのではないでしょうか？
　1992年の地球環境サミット以来、私は環境や社会

問題についての
講演活動をして
きました。それ
がきっかけで来
日がかない、素
晴らしいナマケ
モノ倶楽部※２や
彼らの仲間と協
力 し て 講 演 ツ
アーを行い、日
本の環境についての意識啓発を行ってきました。
　初めての講演ツアーで美しい水俣市を訪れること
ができたのは本当に幸運でした。出会った活動家や、
水俣の歴史から大きな影響を受けました。また福島
原発事故の後再来日し、「百万人の母たちプロジェク
ト」に出会いました。これは、写真家、亀山ののこ
さんと彼女が撮った100人の母親、そして彼女の友人
や仲間たちが始めた脱原発運動です。人生の最も重
要なことを切り開こうとする母親たちの行動にとて
も感動し刺激を受けました。「百万人の母たち」は、
エネルギーや次世代へのリスクや犠牲といった難し
い質問を問いかけていますが、これは私がリオのス
ピーチで尋ねたことと同じことを求めているのだと
思います。私たちは持続可能な生き方を求め、同じ
活動をしている仲間なのです。
　女性は私たちの社会の変革に不可欠な存在です。生
命を与える者として、未来への投資とは切っても切り
離せない関係にあります。もちろん男性もそうですが、
私たち女性は物理的に出産し未来に命をつないでいる
という点において、未来にとって理屈抜きに大事な存
在なのです。現在の持続不可能な社会と経済の繰り返
しの中で女性は無力でした。その結果、このアンバラ
ンスな結果を目の当たりにしています。何が本当に重
要なのか、もっと多くの女性が声をあげるべきです。
他の女性たちの声に耳を傾け、信頼し、支持し、今私
たちが生きているアンバランスな状況に対しもっと高
い意識を持たなければなりません。将来の世代である
子どもたちの保護を推進するために、より多くの女性
がリーダーシップをとるべきです。
　長年にわたり、私は国際会議や国外での講演活動

いま、女性たちは <特別編>

 子供時代のスピーチを
� ふり返って

Profile
1979年生まれ。日系カナダ人４世。９歳で子ども環境NGOを
立ち上げる。12歳のとき、ブラジルリオの「地球環境サミット」
で行った６分間のスピーチが世界中に感銘を与える。以後、
国際的に活躍。米国イエール大学にて進化生物学を、カナダ
ヴィクトリア大学大学院にて民族植物学を学ぶ。2008年、先
住民族ハイダの青年と結婚。現在は２児の母親として子ども
との時間を大切にしながら、伝統文化継承活動にも力を注ぐ。
映画『セヴァンの地球のなおし方』。著書『あなたが世界を変
える日』（学陽書房）、『わたしと地球の約束』（大月書店）など。

セヴァン・カリス＝スズキ

セヴァン・カリス＝スズキ
（右から二人目）家族と一緒に



No.85 March 20192

を行ってきました。1992年のリオ、10年後のヨハネ
スブルグ、そして20年後の2012年には当時５ヶ月の
息子とともに再度リオを訪問しました。家族を持っ
た後は、より身近な存在に目を向けるようになりま
した。私の地元のコミュニティーです。
　ここ10年間は、私にとって身近な場所であるカナ
ダのブリティッシュコロンビア州、そしてハイダ・
グワイ群島に注目しています。デヴィッド・スズキ
財団※３の役員として地元カナダの問題に取り組んで
おり、カナダの憲法や政府の政策、そして私たち自
身の行動を変え、自然界を保全しバランスを回復さ
せることを目指しています。
　カナダ西海岸の状況を懸念する一人として、仲間
と団結し、パイプラインプロジェクトを次々と停止
させました。なぜならそれらは将来の選択肢を完全
に破壊してしまう化石燃料システムへのインフラ投
資の増大を意味しているからです。子どもたちの未
来のためには、今この時に私たちが化石燃料から離
脱しなければなりません。
　今ではハイダ族の島のコミュニティーで、先住民
言語の保存に日々取り組んでいます。ハイダ族は１
万３千年もの間ハイダ・グワイに住み続けている先
住民族です。彼らは、天然痘、海上の毛皮交易、植
民地化、その他の屈辱的歴史を乗り越えて生き残っ
てきましたが、現在は民族としての力を回復させ、
自分たちの島や生活様式の保護に取り組んでいます。
私は10年前に結婚してハイダ族の一員となりました
が、夫と子どもたちはハイダ族であることを誇りに

　オゾン層にあいた穴をどうやってふさぐのか、あ
なたは知らないでしょう。死んだ川にどうやってサ
ケを呼びもどすのか、あなたは知らないでしょう。
絶滅した動物をどうやって生きかえらせるのか、あ
なたは知らないでしょう。そして、今や砂漠となっ
てしまった場所にどうやって森をよみがえらせるの
か、あなたは知らないでしょう。

　どうやって直すのかわからないものを、こわしつ
づけるのはもうやめてください。

　私はまだ子どもですが、ここにいる私たちみんな
が同じ大きな家族の一員であることを知っていま
す。そうです50億以上の人間からなる大家族。いい
え、じつは３千万種類の生物からなる大家族です。

国境や各国の政府がどんなに私たちを分けへだてよ
うとしても、このことは変えようがありません。

　私は怒っています。でも、自分を見失ってはいま
せん。私はこわい。でも、自分の気持ちを世界中に
伝えることを、私はおそれません。

　もし戦争のために使われているお金をぜんぶ、貧
しさと環境問題を解決するために使えばこの地球は
すばらしい星になるでしょう。私はまだ子どもだけ
どそのことを知っています。

　父はいつも私に不言実行、
つまり、なにをいうかではな
く、なにをするかでその人の
値うちが決まる、といいます。
あなたたちはいつも私たちを
愛しているといいます。しか
し、いわせてください。もし
そのことばがほんとうなら、
どうか、ほんとうだというこ
とを行動でしめしてください。

思っています。ハイダ語は今も残っていますが、話
せる人はもはや19人しかおらず消滅寸前です。私は
12年間、コミュニティーの母親や子どもたちととも
に長老たちから言葉を学び、ハイダ語を復活させ実
際に使うよう働きかけてきました。言語とアイデン
ティティ、健康、復興力との間には強い関連があり
ます。言語はその土地を体現しており、それゆえ、
言葉を保存することでその土地へのつながりを保て
ると信じています。
　私たちは今、人類の歴史を決定づける岐路に立た
されています。人類は、気候変動の最悪のシナリオ
を回避するため、今、この時点でエネルギーシステ
ムを変革しなければなりません。
　持続不可能なエネルギーの利用を直ちにやめま
しょう。私たち自身の個人的な生活の中でこれを実行
すると同時に、個人がより簡単に新たなエネルギーに
移行できるように政府や組織に働きかけなくてはなり
ません。今、私達は大事な時代に生きています。なぜ
なら、私たちがどう行動するか（または怠惰でいるか）
によって、子どもたち、そして孫たちの未来が決まる
からです。これは前例のない選択です。また、私たち
の声を今どのように活用するかも重要です。環境破壊
を止めることへの思いは、1992年にリオで代表団とし
てスピーチをした子ども時代、そして環境活動家であ
り母となった今でもずっと変わりません。
※１　https://www.youtube.com/watch?v=Hpu-PP-8YP8 
※２　http://www.sloth.gr.jp/E-index.htm
※３　https://davidsuzuki.org/

セヴァン・カリス＝スズキ（2003）
『あなたが世界を変える日』
ナマケモノ倶楽部訳, 学陽書房

当時12歳だったセヴァンの
伝説のスピーチ（抜粋）

1992年６月リオ・デ・ジャネイロ　環境と開発に関する国連会議（地球環境サミット）
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日　時   2018年10月 4日（木）  14：00 ～ 16：00
場　所   北九州市立男女共同参画センター・ムーブ５階　大セミナールーム 
プログラム
【第１部】講演「女子差別撤廃条約のより深い理解のために」
　　　　　  講　師／パトリシア・シュルツさん（国連女子差別撤廃委員会委員）
【第２部】質疑応答
　　　　　  回答者／パトリシア・シュルツさん
　　　　　  コメント／林　陽子さん（弁護士・国連女子差別撤廃委員会委員・元委員長）
　　　　　  進　行／堀内　光子（KFAW理事長）
参加者   68名

　日本は、国籍法の改正や雇用機会均等法の制定などの国内法の整備を経て、1985年に女子差別撤廃条約を批准し
ました。しかし、日本の法制度には、今もなお女性が男性と対等の立場で人権を享受することを妨げているさまざま
な課題が存在しています。そこで、KFAWは、「女子差別撤廃条約のより深い理解のために」をテーマに、女性の人
権をグローバルな視点で考えるセミナーを開催しました。
　第１部の基調講演では、スイスから国連女子差別撤廃委員会委員のパトリシア・シュルツさんをお招きして、日本
がジェンダーに基づく差別をなくしていくうえで必要不可欠である選択議定書の批准についてご講演いただきまし
た。第２部の質疑応答には、弁護士で国連女子差別撤廃委員会委員・元委員長の林陽子さんに加わっていただきました。
市内のみならず、西日本の各地から参加してくださった皆さんから多くの質問が寄せられ、改めて女性の権利の保護
に関する日本の現状について考える良い機会となりました。

KFAW
ワールドリポートセミナー

国連女子差別撤廃委員会 パトリシア・シュルツ委員 講演会

「女子差別撤廃条約のより深い理解のために」

　女子差別撤廃条約は、あらゆる分野において、女性が
性に基づく差別を受けない権利と平等の権利を保護して
います。国は、差別の撤廃、性およびジェンダーの平等、
女性の地位向上を確保し、女性の市民的および政治的権
利、経済的、社会的および文化的権利を保障しなければ
なりません。しかし条約は、女性やNGO等に対し、違反
について苦情を申し立てる直接の権利は与えていません。
　条約採択から20年目の1999年、国連総会で選択議定書
という文書が採択され、2000年に発効し、国際的な実施
措置に個人通報制度及び調査制度が加わりました。現在
109カ国が選択議定書を批准していますが、日本は、選択
議定書を批准していない75カ国のうちの一つで、OECD
の中では、アメリカとともに批准していないたった２カ
国のうちの一つです。
　女子差別撤廃委員会は、日本に対して、すでに３回も
選択議定書の批准を勧告してきました。日本は、2002年
報告で、批准が「司法権の独立を含め、わが国の司法制
度との関連で問題が生じるおそれがある」と述べていま

す。しかし、このおそれが妥当であるとすれば、国連人
権制度に設置されているさまざまな個人通報及び調査制
度を破壊してしまうことになります。
　選択議定書が定める個人通報手続きと調査手続きの承
認は、私たちが見てきた国際人権法上の進化の一部です。
日本の選択議定書の批准は、日本の女性、男性だけでなく、
アジア地域全体の女性、男性にとっても非常に重要で、
政府が自らの人権へのコミットメントを確実にするとい
う証しになります。司法がジェンダーに配慮することで、
人類の半分を占める女性が差別されない権利を守ること
につながるのです。
　選択議定書が発効して18年たちました。人権の保護に
おける司法の基本的な役割は、国際的な審査を受け入れ
ることによって強化されるのです。日本政府は、主権国
家として、条約の締約国すべてによって選出された専門
家で構成される委員会の審査を受け入れていただきたい
と思います。

パトリシア・
　シュルツさん

講演要旨
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日　時   2018年12月８日（土）  14：00 ～ 16：00
場　所   北九州市立男女共同参画センター・ムーブ５階　小セミナールーム
講　師   喜多　加実代（福岡教育大学教育学部教授）

　人権を守るのは国の義務ですが、公務員だけで全国民
の人権を守ることは不可能です。どこにどういう人権侵
害があるかということに気づくためには、被害者が申し
立てをできる制度がないといけないし、それをサポート

　女性の就業には、①子
どものいる女性の就業、
②キャリア形成・転職・
再就職、③若年女性（特
に不安定層）の就職など、
さまざまな課題がありま

す。例えば、出産前に就業していた女性で第一子を出産
後に就業を継続している人の割合は53.1％、出産後退職
した人の割合は46.9%（2010 ～ 2014年）です。就業を継
続している人の割合は近年増えてきているとはいえ、ま
だまだ少ない状況です。子どものいる女性にとって、保
育所などの社会的支援はもちろんのこと、近親者（母親
など）の支援が働き続けるうえで大きな助けとなってい
ます。実際、出生動向基本調査でも、母親からの手助け、
育児休業などの制度の両方を使って就業を継続してい
る人が多い結果となっています。再就職者を含め就業継
続には、友人や近隣住民より、近親者、特に女性自身の
母親に頼れるかどうかが効果を持つという研究結果もあ
り、育児と就業との課題を考えさせるものです。
　一方、第一子出産後に退職する女性が多いことから、
業務・機会・地位・賃金が抑制され、そのためキャリ
ア形成や賃金上昇への諦めから退職したり、出産を退
職のちょうどいい機会ととらえる人もいるという悪循
環も存在します。
　女性の再就職・転職の状況については、平成24年就
業構造基本調査によれば、30代半ば～ 50代半ばまでの
初職継続の割合は、男性約50％に対して女性約25％と
なっています。また2011年の短大・大学卒の女性に対
する調査では初職退職率は、子どものいる女性が

93.4％、子どものいない女性でも78.5％となっています。
2014年の東京・福岡・長崎の女性調査での初職退職率は、
子どものいる既婚の女性が93.8％、未婚の女性は84.3％
でした。再就職・転職に関して、ハローワークを通じ
た応募や直接の応募より、特に以前の職場等の人間関
係を活用する方が、正規雇用率、賃金、満足度が相対
的に高い傾向がみられます。男性に比べて、女性は就
職に有利になるこうした人間関係が乏しく、活用もさ
れにくいことが指摘されています。
　若年者に非正規雇用が増えていることはしばしば指
摘されていますが、こうした不安定雇用や経済的に苦
しい若年層では、地縁的関係や近親者の存在が生活面
や情緒面のよりどころとなるプラス面がある一方、そ
れがフリーターなど不安定雇用を再生産・定着させる
マイナス面も見られます。また若年者間でも男性に比
べて女性の非正規雇用率が高くなっています。また、
家族は育児支援などで就業を支えてくれるものになる
こともありますが、非正規就業の多さや収入見込みの
低さから、女性は若年でも家族の介護、家事など支援
の提供者となって就業中断や無職となる可能性もあり
ます。
　このように、女性の就業においては、人間関係が就
業やキャリア形成、情緒面・生活面での安定に資する
面がある一方、不平等や格差をそのままにしかねない
面もあり、同じ相手との関係がプラスにもマイナスに
も働きうる可能性があります。現在対症療法的に使わ
れている人間関係を過大評価することなく、必要とさ
れる支援が何かを検討し、構造的・制度的な見直しと
ともに人間関係の醸成を図るべきものといえます。

していく環境が必要です。日本の司法で救済されないな
らば国連機関からのアドバイスも必要だと思います。現
在、109カ国が個人通報に入っていますが、実際に申し立
てを受けたことのあるのは30数カ国です。その30数カ国
がひどい人権侵害のある国かというとそうではなく、一
番申し立てが多いのがデンマーク、カナダなど人権先進
国と言われる国です。こういう国に住んでいる人は教育
程度が高く、情報の流通が自由で、表現の自由があります。
自由に何でもできるということが個人通報を動かす基盤
になっているのです。私は日本のような国こそ個人通報
に入って、日本は民主主義国家であることを世界に示す
意味があると思います。

林　陽子さん

発言要旨

女性の就業課題に対する
人間関係の影響

2018年度 KFAWアジア研究者

ネットワークセミナー活動報告
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　ブータン王国憲法では男女平等がうたわれており、他の
開発途上国と比べても、人々があらゆる面において自由で
平等な生活を送っています。とはいえ、2015年12月16日付
の主要紙『クエンセル』は、「ブータンにおける男女格差は
南アジアで最低レベルにある」と報じました。
　1998年に出された国王勅令では、女性の政治参画の重要
性が明確に示されているにもかかわらず、女性が指導的立
場に立ち、政策決定に関与することが著しく少ないのが現
状です。
　2008年に行われた初の
国民議会（下院）選挙で
は、議席に占める女性の
割合は14％に過ぎません
でした。続く第２回選挙
では、初の女性大臣が誕
生したとはいえ、当選し
た女性議員の割合はわず
か８%にとどまりました。
　一方、民主政権下初めての地方選挙では、史上初となる
女性郡長（ガップ）が誕生しました。これを皮切りに、第
２次地方選挙では女性の当選者が着実に数を伸ばし、２名
の郡長と24名の助役（ミミ）が選出されました。ノンフォー
マル教育（NFE）プログラムのおかげで女性の識字率が向
上し、地方選挙に立候補するための学歴要件を満たすこと
ができるようになったのです。また、女性のエンパワーメ
ント・ネットワーク（BNEW）が女性の意欲を引き出し能
力向上を図るために、全国で草の根レベルの活動を行って
いることも要因の一つです。 
　国家評議会（上院）選挙でも国民議会（下院）選挙と同
様の傾向が見られ、2008年の選挙における女性候補者数は
６名、2013年は４名、2018年は８名でした。このうち、直
近の2018年の選挙で当選した女性議員はわずか２名でした
が、そのうちの一人、ブータン東部のモンガル県から立候
補したソナム・ペルゾムさんは、12名の男性候補に大差を
つけて圧勝しました。
　女性の政治参画が低調なのは、主に人々の社会的・文化
的・伝統的信念に起因しています。国民の教育レベルの向
上と理解の深化により、“Ke-Rub-Gu”（男性は女性よりも
９世代分優れている：女性は９回生まれ変わらないと男性
になれない）といった差別的な迷信の影響は薄れてきまし
た。とはいえ、ブータンではいまだに女性が指導者となり、
政治に参画する能力は低いと思われてます。
　しかしソナムさんは、このような社会通念に屈することな
く、女性の権利のために戦いました。「人権の問題として、
そして社会的正義を得るための条件として、私は男女平等の

実現に強い関心を抱いてきました。そのため国民の代弁者と
なるべく立候補を決意したのです」とソナムさんは語ります。
　大変だったのが、遊説や公開討論会のために各地を奔走
してまわることでした。選挙区であるモンガル県内の村の
数は国内で最も多く、そ
のほとんどが車で走行
可能な道路から離れて
います。そのため徒歩で
の移動を強いられるので
すが、これが想像を絶
するほどの体力を要しま
した。
　「遊説に生後７か月の我が子を連れてまわることが一番大
変でしたが、それを強みに変えることができました。たと
え今回落選していたとしても、無駄ではなかったと思いま
す。女性の存在に光を当てることに繋がったはずですから。」
　最初は有権者の支持を得ることができずに苦労したもの
の、選挙戦を通じ、男女に能力差などないということを人々
に納得してもらうことができた、とソナムさんは言います。
国王、国、そして国民のために尽力するという彼女の決意と、
自分らしく選挙戦を戦う姿勢が、有権者の信頼を勝ち取っ
たのです。
　女性が政策・意思決定に参加し、指導的立場に就くよう
になれば、それを可能にした男性に対する評価も高まります。
　ソナムさんの父親は、娘の挑戦をサポートしてきました。
有権者との交流を深める集会のために選挙区内の各地を巡
回する娘に、自身が亡くなる２週間前まで付き添い続けた
のです。また夫のツェリン・ドルジさんは、妻であるソナ
ムさんに、社会全体に影響を与えるような行動を起こして
欲しいとかねてから願ってました。
　「有能で将来性のある女性を家に閉じ込めておくのは、
良くないことだと感じていました。ですから、選挙に出馬
した妻を全力で支えようと決めたのです。」とツェリンさん
は言います。 
　今日、この国の人口の半分は女性が占めています。その
ため、政治の分野に女性の視点を採り入れることで、議会
制民主主義がより良く機能するはずだとソナムさんは信じ
ています。国の最高意思決定機関である国家評議会におけ
る民意の代弁者として、ソナムさんが議員としての５年間
で重点的に取り組みたいと考えているのは、農業政策の見
直しと推進、薬物乱用に関する調査、若者の失業問題、政
治における女性議員不足の問題などです。 
　ソナムさんの存在は、多くの女性たちの意欲をかき立て、
彼女たちが重要な意思決定に積極的に関与し、行動するよ
うに導くことでしょう。

国政を担う女性たち：
内なるエンパワーメントの力

チェイク（ブータン）

2012年にブータン王立大学シェラブツェ・カレッ
ジを卒業し、英語とゾンガ語（国語）の学士号を
取得。大学卒業後はタイで英語教師を務め、そ
の後テレビとラジオの放送を行うブータン国営放
送局（BBS）に入局した。現在はラジオのアンカー
とプロデューサーを務める。女性やジェンダーに
関する記事を頻繁にブログで発信している。

Profile

女性国会議員たち

選挙区での集会
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　家事や育児、介護等
のケア労働は、人を育み、
能力を維持・向上させる
の に 不 可 欠 な 役 割 を
担っているにもかかわら
ず、無償労働であるとい
う理由から当然のことと
みなされ過小に評価さ
れています。ケア労働が
経済・生活水準の向上に貢献し、社会福祉に寄与している
からこそ、個々人が有償労働に専念できるのに、ケア労働
がパキスタンの国家経済にもたらす金銭的な価値は、換算
されていないのが現実です。国連開発計画が2016年に発表
した人間開発報告書によると、パキスタンの人間開発指数

（HDI）※１のランキングは 世界で147位でした。
　パキスタン統計局は、2007年に全国規模のタイムユーズ・
サーベイ（社会生活基本調査）を実施しました。国内初と
なるこの調査では、無償の育児、介護をはじめとする家事
労働の負担に関する男女差についてデータの収集が行われ
ました。データ2X※２が2018年３月に発表した無償労働の測
定方法と政策評価に関する報告書によると、無償のケア労
働および家事労働における女性の負担が顕著であり、大き
な課題であることが明らかになりました。 
　パキスタンでは、夫が帰宅後、妻に対して開口一番「今
日は一日何をしていた？どうせのんびりしていたのだろう」
などと言うことがよくあります。同様に、女性に関して頻繁
に聞かれるのが「彼女は働いていますか？それとも単なる
専業主婦ですか？」という質問です。この２つの例からも、
この国の社会全体が女性をどのように捉えているかが浮き
彫りになります。また皮肉にも、世間一般に限らず、特に政
策立案者がケア労働を正当に評価していないのが現状です。
　もしも家庭内で、女性や主婦が料理、掃除、育児、看病、
介護をはじめ普段は評価されることのない日常の雑多な家
事を行えない場合、人を雇い有償で代行してもらうことに
なります。これに対し、女性たちは全くの無償でこれらの
仕事を一手に担っているのです。同じ家事労働の対価とし
て、使用人には賃金の支払いをいとわないのに、母親、妻、
姉妹、娘には対価を払うことはありません。 
　パキスタンでは、女性が専業主婦として家事を完璧にこ
なしていても、勤労者とはみなされません。対価として報
酬を得られる労働のみが評価されるのです。しかし、家庭
を守り家族の世話をするのは最も大変な仕事です。もし母
親、妻、姉妹、娘、義理の娘といった女性たちが家庭内で

※１ �保健、教育、所得の主要な３つの側面における人間開発の達成度を測
定する総合指数

※２ �国連財団内に設立された協働的、専門的なアドボカシー・プラットフォーム

担うケア労働が有償であるとしたら、彼女たちの預金がど
れほどになるか想像してみてください。
　さらにこの国では、都市部よりも農村地域で暮らす女性
の方が、より過酷な生活を強いられています。牛の乳搾り
から納屋の掃除、薪運び、水くみ、料理、洗濯、家族の世
話などの家事まで、さまざまな仕事をこなしているのです。
　パキスタン社会が陥っているジレンマは、他にもあります。
その一つが、働く女性に対する無理解な態度です。義理の
両親や夫などの家族は、女性が外で働いていても、同時に
家事もこなして当然だと思っています。彼女がスーパーウー
マンであるかのような錯覚をしているのです。この国では、
男性が家事を分担することはありません。彼らは経済的に
家族を支えさえすれば、自分たちの役目を果たしていると
考えており、家事労働の負担を女性に押し付けています。 
　この国では、男性が女性と家事を分担しないことで、あ
る不利益が生じています。それは、高学歴の女性であって
も家事のために専業主婦となり、その才能を発揮すること
なく無駄にしていることです。もし男性が家事を分担するよ
うになれば、女性がキャリアを積む可能性も高まるはずです。
　パキスタンにおける賃金労働の平均的な勤務時間は午前
９時から午後５時までで、週休１日か２日です。これに対し、
家事を担う女性に休日はありません。昼夜を問わず、一日
中働きづめです。特に育児中は四六時中、子供の世話に追
われ、子供が夜泣きをすれば寝る暇もありません。一方、
父親は一家の大黒柱であり、翌日の仕事のために英気を養
う必要があるという理由で、誰にも邪魔されることなく十
分に睡眠をとれるのです。
　今こそ、パキスタン社会に存在するジェンダー・ステレ
オタイプを打ち破らなければなりません。女性の負担軽減
のため、家事を分担するよう男性を教育するとともに、女
性に快適な環境と活躍の場を与えるような方策を、政策立
案者が講じていかなければならないのです。女性を軸に、
この社会は成り立っています。だからこそ、女性の労働は
正当に評価されるべきです。女性の献身が家族を支えてい
ることを、決して忘れてはならないのです。

女性による無償の労働：パキスタン
におけるケア労働に対する評価

ジャワリア・カシフ（パキスタン）

パキスタン第二の都市ラホール出身で、弁護士、
人権活動家、研究者、ライターとして活動して
いる。弁護士としては民事事件と家事事件を扱
う。また女性や子どもたちに対して、法律に関
する意識の醸成を行っている。

Profile

家族のケアは女性の責務、自分のた
めの時間などない

パキスタンの農村部の女性の暮らしは、都市部よりもさらに過酷
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KFAWからSDGｓ達成を
世界中と課題や取り組みを共有しながら
GOAL5達成をめざします

1

日　時   2018年 9月29日（土）  ８：55 ～ 10：45
講　師   松本　幸一さん（九州国際大学准教授）、山脇　直祐さん（NPO響都創研代表）、ＫＦＡＷ企画広報課職員
参加者   自由ヶ丘高校２年生　約400名

平成30年度 自由ヶ丘高校キャリア形成プログラム
「北九州市で働くということ」

「体験型で謎解き？！ ゲームで学ぶコミュニケーション」
日　時   2018年８月26日（日）　15：00 ～ 17：00
場　所   北九州市立ユースステーション
講　師   眞鍋　和博さん（北九州市立大学教授）
主　催   八幡西生涯学習総合センター /ＫＦＡＷ

企画・運営   北九州市立大学 地域創生学群 眞鍋ゼミ
協　力   北九州市立ユースステーション
参加者   高校生37名（公募）

KFAW高校生キャリア形成
プログラム②

KFAW高校生キャリア形成
プログラム①

実 施
内 容

　今年度のキャリア形成プログラムでは、課題体験
型のゲームを通じて、高校生が大学生と一緒に、「今

そして将来自分たちに必要な力は何か」を考えるためのセミ
ナーを開催しました。
　まず、講義を通じて、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に
ついての理解を深めました。続いて、コミュニケーションが
必要な課題解決型のゲームを通して、思考力・判断力・表現
力を身につける体験活動を行い、その後、自己理解・他者理
解を深めるためのグループワークを行いました。
　日本は、世界と比較して、ＳＤＧｓのゴール５「ジェンダー
平等」が遅れており、特に政治・経済の分野においては顕著で
す。それらを変えていくのは、若い世代のみなさんです。その
ために日頃から身の回りの課題を収集する情報収集力、課題発
見能力、それらを表現するコミュニケーション能力を身につけ
ていただきたいと思います。

実 施
内 容

　今年度の自由ヶ丘高校キャリアプログラムでは、
「北九州版ＳＤＧｓ」をテーマにしたワークショップ

を実施しました。
　まず、ＳＤＧｓについての理解を深めるために、ゴール５

「ジェンダー平等」について、ＫＦＡＷ職員の体験談を交えた
話がありました。続く講義では、性別・年代別賃金プロファイ
ル、世帯別の働き方の推移を見ながら、社会の課題を解決して
いくためには、男女共同参画社会の実現が必要だということを
確認しました。講師からは、「昔は、男性は家族を養うために
働く、女性は専業主婦になる人が多かったのですが、これから
の時代は、皆が等しく社会の課題を解決していかなければ社会
が持続しなくなってきています。」とのコメントがありました。

　メインのワークショップでは、生徒はグループに分かれて、
人口、産業構造イメージ意識調査結果、次世代育成環境ランキ
ング、高齢化率等の北九州市に関する資料を読み解いていきま
した。更に、ブレインストーミングやＫＪ法などの手法を用いて
北九州市の課題を分析し、課題解決のために必要なことを検討
し、最終的に各グループで発表を行いました。高校生ならでは
のＳＮＳを通じた北九州市の魅力アップ策などの具体的なアイ
ディアを提示するグループもありました。
　高校生の皆さんにとって、働くことは少し遠い未来の話に思われ
るかもしれませんが、この「北九州版ＳＤＧｓ」ワークショップを通
じて、自分たちが住む街の課題を理解し、それらを解決するために
何が必要なのかを考えるきっかけとなったのではないでしょうか。


